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ベニグノ・アキノ上院議員が就任した。大統領選挙では九年間のアロヨ政権下で横行した腐敗の撲滅を訴え、 地すべり的勝利を得た。 本稿では、選挙でのアキノの勝因、 新政権の課題を述べる。
大統領選挙は五月一〇日に投票された。今



































































れる国家ブロードバンド網構築事業の不正契約疑惑が顕在化し、世論調査 支持率が低迷し、後継候補のテオド を優勢にできなかった。テオドロはマルコスの盟友でココナツ産業を支配してきたエドワルド・コフアンコの甥で、豊富な選挙資金を有し、かつ選挙に有利な前国防長官であったが、 こ らが票に結びつか かった。







































の推進である。ラモス政権下では、イスラーム反政府組織のモロ民族解放戦線（ＭＮＬＦ）やクーデタ未遂事件を頻発させた国軍改革派（ＲＡＭ）と 和平協定が合意され、これ 関わる政治不安は取り除かれた。残されたのは、イスラーム急進派のモロ・イスラーム解放戦線（ＭＩＬＦ）との和平合意である。エストラダ元大統領はこれに和解でなく武力鎮圧 したがこれが裏目に出て各地でテロ事件が頻発し、和平は遠のいた。アロヨ前大統領もＭＩＬＦとの和平合意に取り組み、二〇〇八年には基本合意に達し、調印寸前までいった。この交渉 根幹にはイスラーム教徒住民が失ったとする「父祖伝来の地」問題がある。バンサ・モロ機構を新設し、ムスリム・ミンダナオ自治区（ＡＲＭ 域内のすべての資源は同機構の支配 管理下におき、同機構に七五％、比政府に二五％配分する した。これには多くの移住民を抱える地方政府首長からの猛反発が噴出 この基本協定に最高裁から一時差し止めの仮処分が出された。今度は、これにＭＩＬＦが反発し戦闘は激化し、その後の大きな進展はない。 （ＭＩＬＦと 和平
　
政治安定化への道程■ フィリピンの経済成長率（2000 〜 2010 年）
（注）2010 年は世界銀行予測。
（出所）2009 Philippine Statistical Yearbook ほか。






題は財政再建であ 。二〇一〇年の財政赤字二三三四億ペソ、ＧＤＰの ・八％となり、アロヨ政権が「中期開発計画」に掲げ 二〇一〇年に財政赤字ゼロの目標は達成できる見込みはない。また、同年末の累積債務はＧＤＰ比で
四七・九％にまでなっている。
財政悪化の発端は、一九九七年アジア通貨









は、経済競争の激化によ 弱者 増大このためには社会的安全網の整備が必要となる。すでにラモス政権期の一九九五年に国民皆保険制度が発足し、翌一九 六年には最貧層を対象とした「大衆のため 医療制度」が開始しているが、全国世帯数の三・九％ 適用されているに過ぎない。この制度に見合った医療制度の充実が求められている。
以上のような改革課題に関してアキノ新政権












区　分 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
 【 歳　入 】 15.3 15.6 14.6 14.8 14.5 15.0 16.2 17.1 16.2 15.9 16.0
　税収入 13.7 13.6 12.8 12.8 12.4 13.0 14.3 14.0 14.1 12.9 14.3
　税外収入 1.6 2.0 1.8 2.1 2.1 2.0 2.0 3.1 2.1 2.0 1.7
 【 歳　出 】 19.3 19.7 19.9 19.5 18.3 17.7 17.3 17.3 17.3 19.1 18.8
財政収支 -4.0 -4.0 -5.3 -4.6 -3.8 -2.7 -1.1 -0.2 -0.9 -3.2 -2.8
 【 借　入 】 4.0 4.0 5.3 4.6 3.8 2.7 1.1 -0.2 -0.9 -3.2 -2.8
　国内借入 3.1 0.6 2.8 3.3 1.7 1.7 2.0 − − − −
　外国借入 0.9 3.4 2.6 1.3 2.2 1.0 -0.9 − − − −
■ フィリピンの財政収支 GDP比
　　（2000 〜 2010 年）
（出所）Fiscal Statistics Handbook 1987-2006 ほか。
（単位：％）
